
スイッチ間のリンク診断の設定

CiscoMDSNX-OSリリース 7.3(0)D1(1)より、したCiscoMDS9700および 9500シリーズスイッ
チは、新たな InterswitchLink（ISL）診断機能をサポートします。この章では、CiscoMDS9500
および 9700ファミリスイッチで ISL診断を設定する方法を説明します。

• ISL診断についての情報（1ページ）
• ISL診断の設定（5ページ）
• ISL診断のデバッグ（14ページ）
•その他の参考資料（14ページ）

ISL診断についての情報
ISL診断機能は、ネットワーク内の CiscoMDSスイッチ間でスイッチ間のリンクの健全性を検
証するのに役立ちます。

ISL診断機能の概要
ISL診断は、Cisco MDSスイッチの次の FCモジュールでサポートされます。

• Cisco MDS 9500シリーズスイッチのアドバンスト 8 Gbpsモジュール

• DS-X9232-256K9

• DS-X9248-256K9

• Cisco MDS 9700シリーズスイッチの 16 Gbpsモジュール

• DS-X9448-768K9

• DS-X9334-K9

• Cisco MDS 9700シリーズスイッチの 32 Gbpsモジュール

• DS-X9648-1536 K 9

スイッチ間のリンク診断の設定

1



モジュール上の ISL診断サポートは、ジェネレータおよびリフレクタポートにのみ限定されま
す。

（注）

•両側でサポートされている異なるスイッチファミリの2つのモジュール間で診断テストを
実行できます。

次のテストは、ISL診断を使用して実行できます。

•遅延テスト/ケーブル長テスト

•シングルホップトラフィックのテスト

•マルチホップエンドツーエンドのトラフィックのテスト

ISL診断は、Cisco MDSスイッチの次の FCモジュールではサポートされません。

• DS-X9224-96K9

• DS-X9248-96K9

• DS-X9248-48K9

• DS-X9304-18K9

• ISL診断は、Nexus 2000および Nexus 5000などその他の非MDSスイッチではサポートさ
れません。

• ISL診断は、CiscoMDS 9148S 16GマルチレイヤファブリックスイッチとCiscoMDS 9250i
マルチサービスファブリックスイッチではサポートされません。

• ISL診断は、Cisco MDSスイッチの FCoEおよび IPSモジュールのいずれかではサポート
されません。

• ISL診断機能は、CiscoMDS9700および9500スイッチ間で相互運用することができます。
(たとえば、特定の ISL診断テストでは、ジェネレータスイッチは Cisco MDS 9700スイッ
チになり、リフレクタスイッチは Cisco MDS 9500スイッチまたはその逆になります。)

（注）

遅延テストまたはケーブル長のテスト

遅延のテストは、2つの Cisco MDSスイッチ間の ISLの遅延と長さを測定します。

フレームは、リフレクタスイッチポートによりタイムスタンプがキャプチャされているジェ

ネレータスイッチポートにループバックされます。

タイムスタンプは、リフレクタポートの遅延と同様に両方向でリンクの遅延を測定できます。

ケーブル長は、リンク遅延のみを使用して計算されます。
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遅延のテストを実行すると、同じリンク上で実行しているその他のトラフィックが存在しない

可能性があります。

（注）

図 1 :遅延テスト（3ページ）遅延テストの詳細を表示します。

図 1 :遅延テスト

1つのホップトラフィックのテスト
シングルホップトラフィックのテストは、さまざまなフレームレートでトラフィックを処理

する ISLの効率性を確認することによって、ISLの健全性を検証します。

MACハードウェアで使用可能な内部トラフィックジェネレータ機能を使用して、ジェネレー
タスイッチでは、ファイバチャネル (FC)フレームが生成されます。これらのフレームは、テ
スト対象 ISL overジェネレータスイッチポートから送信されます。リフレクタスイッチは、
フレームを受信し、通常のファブリックパスのスイッチング経由でスイッチに、ISLテストの
下に受信したポート経由で戻るフレームを送信します。

ISLトラフィックの効率がジェネレータスイッチポートに戻り受信したパケットの数に基づい
て計算されます。

シングルホップテストを実行すると、ときにありません同じリンク上で実行しているその他

のすべてのトラフィック。

（注）

次のシナリオでエラーが返さトラフィックテスト。

•場合は、ISLは稼働ではありません。

•場合は、ジェネレータポートには、内部トラフィックジェネレータ機能はありません。

•場合に、リフレクタは、ループバックモードでは配置されません。

図 2 : 1つのホップトラフィックのテスト（4ページ）シングルホップトラフィックのテス
トの詳細を示します。
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図 2 : 1つのホップトラフィックのテスト

マルチホップエンドツーエンドのトラフィックのテスト

マルチホップテストは、ホストスイッチとファブリック間の ISLの健全性と、ファブリック
のターゲットスイッチを評価します。

ホストをファブリックのターゲットにホストを接続する前に、マルチホップテストを使用し

て、ホストポートとターゲットポート間のファブリックパスをテストします。

ホストスイッチとターゲットスイッチ間で複数のホップが存在する可能性があります。特定

の設定は中間スイッチで必要です。

ファブリック内の中間のスイッチには、ジェネレータとリフレクタポート間にルートが存在す

る限り、例えばFC、FCoE、IPS、などのインターフェイスまたはリンクを有する可能性があり
ます。

（注）

ファイバチャネル（FC）フレームがジェネレータスイッチポートで生成され、最初のホップ
リンクに送信します。これらのフレームは、リフレクタスイッチに到達するまで中間のスイッ

チを通過します。その後リフレクタスイッチはフレームを切り替え、ジェネレータスイッチ

にそれらを返します。ジェネレータスイッチで受信したパケット数に基づいて、ISLの効率性
が表示されます。

マルチホップトラフィックテストは、ジェネレータおよびリフレクタスイッチのドメイン ID
に基づいています。

マルチホップトラフィックテストを実行する場合、ジェネレータおよびリフレクタポートの

両方で実行されているその他のトラフィックではない可能性がありますが、マルチホップトラ

フィックテストにより使用される ISL上で実行されているトラフィックになる可能性がありま
す。

（注）

図 3 :マルチホップエンドツーエンドのトラフィックのテスト （5ページ）マルチホップ
エンドツーエンドトラフィックのテストの詳細を示します。
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図 3 :マルチホップエンドツーエンドのトラフィックのテスト

ISL診断の設定

Cisco MDS 9700シリーズスイッチの遅延テストまたはケーブル長のテ
ストの設定

ジェネレータとリフレクタスイッチ間の遅延テストを設定するには、次のタスクを実行しま

す。

手順

ステップ 1 次のコマンドを使用してループバックモードに設定することで、テスト用リフレクタスイッ
チでテストインターフェイスを有効にします。

スイッチ B # diagnostic isl reflector latency_test loop-back interfaceインターフェイス id enable

ステップ 2 ジェネレータスイッチを設定して、テストを実行し結果を表示します。

スイッチ A # diagnostic isl latency-test interfaceインターフェイス id

ステップ 3 遅延テストのリフレクタポートを無効にするには、リフレクタスイッチの次のコマンドを設
定します。

switch B# diagnostic isl reflector latency_test loop-back interface interface id disable

遅延テストまたはケーブル長テスト

この例では、遅延テスト用のリフレクタスイッチのポートを有効にする方法を示しま

す。

switch B# diagnostic isl reflector latency_test loop-back interface fc1/13 enable
Reflector Configuration Successful.

この例では、遅延テストを実行し、遅延およびケーブル長の両方の結果を表示する方

法を示します。
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switch A# diagnostic isl latency-test interface fc4/1
Waiting for sync to be achieved on the link ....
Sync is achieved, Link has been initialized.
Starting the test ....
---------------------------------------------------------
Latency test Result for port: fc4/1
Latency in the switch (in ns): 399
Latency in the cable (in ns): 39
Length of the cable (accuracy +/- 2m): 4 m
---------------------------------------------------------

この例では、遅延テスト用のリフレクタスイッチのポートを無効にする方法を示しま

す。

switch B# diagnostic isl reflector latency_test loop-back interface fc1/13 disable
Reflector Configuration Successful.

Cisco MDS 9500シリーズスイッチの遅延テストまたはケーブル長テス
トの設定

ジェネレータおよびリフレクタスイッチ間の遅延テストを設定するには、次のタスクを実行し

ます。

手順

ステップ 1 次のコマンドを使用してループバックモードに設定することで、テスト用リフレクタスイッ
チでテストインターフェイスを有効にします。

switch B# system health isl reflector latency_test loop-back interface interface id enable

ステップ 2 ジェネレータスイッチを設定して、テストを実行し結果を表示します。

switch A# system health isl latency-test interface interface id

ステップ 3 遅延テストのリフレクタポートを無効にするには、リフレクタスイッチの次のコマンドを設
定します。

switch B# system health isl reflector latency_test loop-back interface interface id disable

遅延テストまたはケーブル長テスト

この例では、遅延テスト用のリフレクタスイッチのポートを有効にする方法を示しま

す。

switch B# system health isl reflector latency_test loop-back interface fc4/25 enable
Reflector Configuration Successful.
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この例では、遅延テストを実行し、遅延およびケーブル長の両方の結果を表示する方

法を示します。

switch A# system health isl latency-test interface fc12/16
Waiting for sync to be achieved on the link ....
Sync is achieved, Link has been initialized.
Starting the test ....
---------------------------------------------------------
Latency test Result for port: fc12/16
Latency in the switch (in ns): 1404
Latency in the cable (in ns): 162
Length of the cable (accuracy +/- 2m): 8 m
---------------------------------------------------------

この例では、遅延テスト用のリフレクタスイッチのポートを無効にする方法を示しま

す。

switch B# system health isl reflector latency_test loop-back interface fc4/25 disable
Reflector Configuration Successful.

Cisco MDS 9700シリーズスイッチのシングルホップトラフィックテ
ストの設定

ジェネレータスイッチとリフレクタスイッチ間のシングルホップトラフィックテストを設定

するには、次のタスクを実行します。

手順

ステップ 1 次のコマンドを使用してループバックモードに設定することで、シングルホップトラフィッ
クテストのリフレクタスイッチ上のテストインターフェイスを有効にします。

switch B# diagnostic isl reflector traffic_test loop-back interface interface id enable

ステップ 2 次のいずれかのオプションを使用してインターフェイスを設定します。

•指定されたフレーム数、フレームサイズ、およびレート（リンク速度）パラメータのトラ
フィックのテストを実行するジェネレータスイッチ上のインターフェイスを設定します。

switch A # diagnostic isl generator interface interface id start frame-count number rate value
frame_size min minimum size max maximum step size num

•指定の期間、フレームサイズ、およびレート（リンク速度）パラメータのトラフィック
テストを実行するジェネレータスイッチ上のインターフェイスを設定します。

switch A # diagnostic isl generator interface interface id start duration seconds rate value
frame_size min minimum size max maximum step size num

ステップ 3 ジェネレータスイッチでシングルホップトラフィックテストを停止するか、テスト結果を表
示するには、次のコマンドを使用します。
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switch A# diagnostic isl generator interface interface id stop

ステップ 4 シングルホップテストのリフレクタポートを無効にするには、リフレクタスイッチで次のコ
マンドを設定します。

switch B# diagnostic isl reflector traffic_test loop-back interface interface id disable

単一ののホップトラフィックのテスト

この例では、ループバックモードに設定することで、シングルホップトラフィック

テストのリフレクタ上でテストインターフェイスを有効にする方法を示します。

switch B# diagnostic isl reflector traffic_test loop-back interface fc9/37 enable
Reflector Configuration Successful.

この例では、特定の期間、速度、フレームサイズパラメータでジェネレータスイッ

チのトラフィックテストを実行する方法を示します。

switch A# diagnostic isl generator interface fc4/5 start duration 100 rate 16G frame_size
min 16 max 517 step 1

この例では、トラフィックテストの実行および停止方法、期間パラメータの結果の表

示方法を示します。

switch A# diagnostic isl generator interface fc4/3 start duration 10
Waiting for sync to be achieved on the link ....
Link initialized successfully. Starting the test.

switch A# diagnostic isl generator interface fc4/3 stop
---------------------------------------------------------
Traffic test Result for port: fc4/3
Packets Transmitted: 6245142
Packets Recieved: 6245142
ISL traffic Efficiency (percent): 100.0000
---------------------------------------------------------

switch B# diagnostic isl reflector traffic_test loop-back interface fc9/37 disable
Reflector Configuration Successful.

Cisco MDS 9500シリーズスイッチの単一つのホップトラフィックテス
トの設定

ジェネレータスイッチとリフレクタスイッチ間のシングルホップトラフィックテストを設定

するには、次のタスクを実行します。

スイッチ間のリンク診断の設定
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手順

ステップ 1 次のコマンドを使用してループバックモードに設定することによって、シングルホップトラ
フィックテストにリフレクタスイッチ上のテストインターフェイスを有効にします。

switch B# system health isl reflector traffic_test loop-back interface interface id enable

ステップ 2 次のいずれかのオプションを使用してインターフェイスを設定します。

•指定されたフレーム数、フレームサイズ、およびレート（リンク速度）パラメータのトラ
フィックのテストを実行するジェネレータスイッチ上のインターフェイスを設定します。

switch A# system health isl generator interface interface id start frame-count number rate value
frame_size min minimum size max maximum size step num

•指定の期間、フレームサイズ、およびレート（リンク速度）パラメータのトラフィック
テストを実行するジェネレータスイッチ上のインターフェイスを設定します。

switch A# system health isl generator interface interface id start duration seconds rate value
frame_size min minimum size max maximum size step num

ステップ 3 シングルホップトラフィックテストを停止するか、ジェネレータスイッチでテストの結果を
表示するには、次のコマンドを使用します。

switch A# system health isl generator interface interface id stop

ステップ 4 シングルホップテストのリフレクタポートを無効にするには、リフレクタスイッチで次のコ
マンドを設定します。

switch B# system health isl reflector traffic_test loop-back interface interface id disable

単一ののホップトラフィックのテスト

この例では、ループバックモードを設定して、シングルホップトラフィックテスト

にリフレクタスイッチ上のテストインターフェイスを有効にする方法を示します。

switch B# system health isl reflector traffic_test loop-back interface fc9/37 enable
Reflector Configuration Successful.

この例では、トラフィックを実行および停止して、ジェネレータスイッチの期間パラ

メータの結果を表示する方法を示します。

switch A# system health isl generator interface fc12/16 start duration 100
Waiting for sync to be achieved on the link .....
Link initialized successfully. Starting the test.

switch A# system health isl generator interface fc12/16 stop
---------------------------------------------------------
Traffic test Result for port: fc12/16
Packets Transmitted: 5293153

スイッチ間のリンク診断の設定
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Packets Recieved: 5293153
ISL traffic Efficiency (percent): 100.0000
---------------------------------------------------------

switch B# system health isl reflector traffic_test loop-back interface fc9/37 disable
Reflector Configuration Successful.

Cisco MDS 9700シリーズスイッチのマルチホップトラフィックテスト
の設定

ジェネレータスイッチとリフレクタスイッチ間のマルチホップトラフィックテストを設定す

るには、次のタスクを実行します。

手順

ステップ 1 設定することによってループバックモードにジェネレータスイッチの特定 VSANおよびドメ
イン IDのマルチホップトラフィックのテストのリフレクタスイッチ上のテストインターフェ
イスを有効にします。

スイッチ B # diagnostic isl multi_hop reflector loop-back interfaceインターフェイス id vsan vsan
id source-domainソース id enable

取得するには、ソースドメインはリフレクタスイッチで、次のコマンドを使用します。

スイッチ B # show fcdomain vsan vsan id

ステップ 2 特定 VSAN、宛先ドメイン (リフレクタスイッチのドメイン ID)、フレームの数、リンク速度
とフレームサイズパラメータのマルチホップトラフィックテストを実行するようにジェネ

レータスイッチで、インターフェイスを設定します。

switch A # diagnostic isl multi_hop generator interface interface id vsan vsan id dest-domain dest id
start frame-count number rate value frame_size min minimum size max maximum size stepnum

特定VSAN、宛先ドメイン (リフレクタスイッチのドメイン ID))]、期間、レート (リンク速度)
およびフレームサイズパラメータのマルチホップトラフィックテストを実行するようにジェ

ネレータスイッチで、インターフェイスを設定します。

switch A # diagnostic isl multi_hop generator interface interface id vsan vsan id dest-domain dest id
start duration seconds rate value frame_size min minimum size max maximum size stepnum

取得するには、宛先ドメインはジェネレータスイッチで、次のコマンドを使用します。

スイッチ A # show fcdomain vsan vsan id

ステップ 3 マルチホップトラフィックのテストを停止するか、テストを表示するジェネレータスイッチ
での結果は、次のコマンドを使用します。

switch A # diagnostic isl multi_hop generator interface interface id vsan vsan id dest-domain dest id
stop
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ステップ 4 リフレクタポートを無効にするのには、Mutlihopトラフィックのテストには、リフレクタス
イッチで、次のコマンドを設定します。

switch B# diagnostic isl multi_hop reflector loop-back interface interface id vsan vsan id source-domain
source id disable

マルチホップトラフィックのテスト

この例では、ジェネレータとリフレクタの両方のスイッチで、ドメインのリストを表

示する方法を示します。

switch# show fcdomain domain-list vsan 1
Number of domains: 3
Domain ID WWN
--------- -----------------------
0x85(133) 20:01:00:0d:ec:b7:20:01 [Principal]
0xef(239) 20:01:40:55:39:0c:70:81 [Local]
0x02(2) 20:01:00:0d:ec:b7:28:c1

この例では、設定することによってループバックモードにジェネレータスイッチの特

定 VSANおよびドメイン IDのマルチホップトラフィックのテストのリフレクタス
イッチ上のテストインターフェイスを有効にする方法を示します。

switch B# diagnostic isl multi_hop reflector loop-back interface fc9/36 vsan 1
source_domain 239 enable

この例では、実行、停止、およびフレーム数のパラメータのジェネレータスイッチで

のトラフィックのテストの結果を表示する方法を示します。

switch A# diagnostic isl multi_hop generator interface fc4/10 vsan 1 dest_domain 133
start duration 100
switch A# diagnostic isl multi_hop generator interface fc4/10 vsan 1 dest_domain 133
stop
Generator is stopped. Clean-up in progress.
Please wait....
---------------------------------------------------------
Traffic test Result for port: fc4/10
Packets Transmitted: 6291024
Packets Recieved: 6291024
ISL traffic Efficiency (percent): 100.0000
---------------------------------------------------------
switch B# diagnostic isl multi_hop reflector loop-back interface fc9/36 vsan 1
source_domain 239 disable

この例では、テストを実行するトラフィックジェネレータスイッチでの特定の期間、

速度とフレームサイズパラメータ方法を示します。

switch A# diagnostic isl multi_hop generator interface fc4/10 vsan 1 dest_domain 133
start duration 100 rate 16G frame_size min 16 max 517 step 1

スイッチ間のリンク診断の設定
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スイッチ A # 診断 isl multi_hop ジェネレータ インターフェイス fc4/10
vsan 1 dest_domain 133 stop ジェネレータを停止します。Clean-up in progress.
Please wait.... --ポートのトラフィックテスト結果:パケットの送信 fc4/10: 6291024パ
ケットを受信しました: 6291024 ISLトラフィック (%)の効率性: 100.0000--。-------

Cisco MDS 9500シリーズスイッチのマルチホップトラフィックテスト
の設定

ジェネレータスイッチとリフレクタスイッチ間のマルチホップトラフィックテストを設定す

るには、次のタスクを実行します。

手順

ステップ 1 設定することによってループバックモードにジェネレータスイッチの特定 VSANおよびドメ
イン IDのマルチホップトラフィックのテストのリフレクタスイッチ上のテストインターフェ
イスを有効にします。

switch B# system health isl multi_hop generator interface interface id vsan vsan id source-domain
source id enable

取得するには、ソースドメインはリフレクタスイッチで、次のコマンドを使用します。

switch B# show fcdomain vsan vsan id

ステップ 2 特定 VSAN、宛先ドメイン (リフレクタスイッチのドメイン ID)、フレームの数、リンク速度
とフレームサイズパラメータのマルチホップトラフィックテストを実行するようにジェネ

レータスイッチで、インターフェイスを設定します。

switch A# system health isl multi_hop generator interface interface id vsan vsan id dest-domain dest
id start frame-count number rate value frame_size min minimum size max maximum size step num

特定VSAN、宛先ドメイン (リフレクタスイッチのドメイン ID))]、期間、レート (リンク速度)
およびフレームサイズパラメータのマルチホップトラフィックテストを実行するようにジェ

ネレータスイッチで、インターフェイスを設定します。

switch A# system health isl multi_hop generator interface interface id vsan vsan id dest-domain dest
id start duration seconds rate value frame_size min minimum size max maximum size step num

取得するには、宛先ドメインはジェネレータスイッチで、次のコマンドを使用します。

switch A# show fcdomain vsan vsan id

ステップ 3 マルチホップトラフィックのテストを停止するか、テストを表示するジェネレータスイッチ
での結果は、次のコマンドを使用します。

switch A# system health isl multi_hop generator interface interface id vsan vsan id dest-domain dest
id stop

ステップ 4 リフレクタポートを無効にするのには、Mutlihopトラフィックのテストには、リフレクション
スイッチで、次のコマンドを設定します。
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switch B# system health isl multi_hop reflector loop-back interface interface id vsan vsan id
source-domain source id disable

マルチホップトラフィックのテスト

この例では、ジェネレータとリフレクタの両方のスイッチで、ドメインのリストを表

示する方法を示します。

switch# show fcdomain domain-list vsan 1
Number of domains: 3
Domain ID WWN
--------- -----------------------
0x85(133) 20:01:00:0d:ec:b7:20:01 [Principal]
0xef(239) 20:01:40:55:39:0c:70:81 [Local]
0x02(2) 20:01:00:0d:ec:b7:28:c1

この例では、マルチホップトラフィックテストのジェネレータスイッチインターフェ

イスのVSAN内に存在するリフレクタスイッチからのループバックをイネーブルに方
法を示します。

switch B# system health isl multi_hop reflector loop-back interface fc9/36 vsan 1
source_domain 239 enable

この例では、開始、停止、およびフレーム数のパラメータのジェネレータスイッチで

のトラフィックのテストの結果を表示する方法を示します。

switch A# system health isl multi_hop generator interface fc3/18 vsan 1 dest_domain 2
start frame-count 1000000
switch A# system health isl multi_hop generator interface fc3/18 vsan 1 dest_domain 2
stop
Generator is stopped. Clean-up in progress.
Please wait....
---------------------------------------------------------
Traffic test Result for port: fc3/18
Packets Transmitted: 1000000
Packets Recieved: 1000000
ISL traffic Efficiency (percent): 100.0000
---------------------------------------------------------

switch B# system health isl multi_hop reflector loop-back interface fc9/36 vsan 1
source_domain 239 disable

この例では、テストを実行するトラフィックジェネレータスイッチでの特定の期間、

速度とフレームサイズパラメータ方法を示します。

switch A# system health isl multi_hop generator interface fc4/5 vsan 1 dest_domain 133
start duration 100 rate 16G frame_size min 16 max 517 step 1
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ISL診断のデバッグ
表 1 : Cisco MDS 9700および 9500スイッチのデバッグコマンド（14ページ）では Cisco MDS
9700および9500スイッチのデバッグコマンドの一覧が表示されます。ISL診断テストのステー
タスを表示するには、次のコマンドのいずれかを使用します。

表 1 : Cisco MDS 9700および 9500スイッチのデバッグコマンド

参照先コマンド

Cisco MDS 9700スイッチ

ポートごとに設定されている ISL診断テスト
のステータスを表示します。

show diagnostic isl status index start index num
number

Cisco MDS 9500スイッチ

ポートごとに設定されている ISL診断テスト
のステータスを表示します。

system health isl show status

例：

switch# system health isl show status index
start 0 num 10
show status of isl_daig:
---------------------------------------------------------
Index: 0 if_index:0x110f000 :is_running: 0
is_reflector:1 is_latency:1 is_multihop:0
Index: 1 if_index:0x0 :is_running: 0
is_reflector:0 is_latency:0 is_multihop:0
Index: 2 if_index:0x0 :is_running: 0
is_reflector:0 is_latency:0 is_multihop:0
Index: 3 if_index:0x0 :is_running: 0
is_reflector:0 is_latency:0 is_multihop:0
Index: 4 if_index:0x0 :is_running: 0
is_reflector:0 is_latency:0 is_multihop:0
Index: 5 if_index:0x0 :is_running: 0
is_reflector:0 is_latency:0 is_multihop:0
Index: 6 if_index:0x0 :is_running: 0
is_reflector:0 is_latency:0 is_multihop:0
Index: 7 if_index:0x0 :is_running: 0
is_reflector:0 is_latency:0 is_multihop:0
Index: 8 if_index:0x0 :is_running: 0
is_reflector:0 is_latency:0 is_multihop:0
Index: 9 if_index:0x0 :is_running: 0
is_reflector:0 is_latency:0 is_multihop:0

その他の参考資料
オンライン診断の実装に関する詳細情報については、次の項を参照してください。
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『CiscoMDS 9000 Family CommandReference』スイッチ間のリンク診断CLIコマンド

オンライン診断機能の履歴

表 2 :オンライン診断機能の履歴（15ページ）に、この機能のリリース履歴を示します。

表 2 :オンライン診断機能の履歴

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。7.3(0)D1(1)ISL診
断
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